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医療計画作成支援データブックについて

○ 都道府県は、医療計画の策定に当たり、医療、公衆衛生、薬事、社会福祉、社会経済
条件に関する様々な統計資料を分析し、医療提供体制の課題を把握し、数値目標の設定
及びその達成のための施策立案につなげることが求められている。
○ また、各医療機能を担う医療機関等の記載に当たっては、各医療機関の有する医療機
能を把握することも求められる。
○ こうした分析のためには、各種統計を組み合わせた資料の作成、グラフ化等、分析し
やすい形への加工が必要となる。
○ 都道府県のこうした作業負担を軽減し、現状分析に基づくより実効性のある医療計画
の策定及びより効率的な施策の進捗評価に資するため、国が医療計画策定に当たって必
要と考えられる指標を二次医療圏単位等で集計・加工し、データブックとして都道府県
に提供する。

Ⅰ 全体の現状把握のための
指標

Ⅱ ５疾病５事業及び在宅医
療に係る指標

１ がんの医療提供体制構築
に係る現状把握のための指
標

・・・・
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○ 都道府県単位の分析

○ 二次医療圏単位の分析
・・・・
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医療計画の策定に活用可能なデータブックのイメージ

※ まずは、冊子又は電子ブック等の形式で配布し、将来的には、サーバにアクセスしてデータを
入手できる形態に移行することを検討する。これにより、統計データの随時更新に対応でき、都
道府県が手軽に最新の情報にアクセスし、進捗評価を行うことが可能となる。

■都道府県が医療計画を作成するに当たって必要な基礎情報（人口、受療動向、医療機関の状況
等）、厚生労働省で示した指標等に係るデータを、すぐに医療計画の進捗状況の評価につなが
るよう、
①都道府県ごと、二次医療ごと、市区町村別の集計
②前回値との比較
③上記のグラフ化
④地理情報と突合した分析
などを行った上で収載する。

※ 第６次医療計画においては、５疾病５事業及び在宅医療ごとの医療機能を評価する指標を
国から示しているが、これに関わらず、交通情報、人口、医療機関・医療従事者の状況等の
医療計画に必要と考えられるデータを収載する。

■都道府県が将来の医療需要を見据えた医療計画の見直しを行うことができるよう、将来推計等
に係るデータも含める。

■更に、個々の医療機関の医療機能を分析する上で有用と考えられるデータなどについて、収載
を検討する。

■これらの、すぐに活用可能な形態でのデータに加え、都道府県が独自にレセプトデータ等によ
る分析を行うことを容易にするための評価支援ソフトも開発・収載する。
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医療計画策定支援データベースに活用するデータについて

第６次医療計画の策定に当たって配布しているデータ

・５疾病５事業及び在宅医療の指標について、患者調査、医療施設調査、診療報酬の施
設基準の届出調査、ナショナル・データベースの集計結果
・二次医療圏別患者の流入・流出状況
・都道府県別の診療報酬項目算定状況（特定の診療行為に関するレセプトの出現率）

医療計画の策定に当たって一般的に必要と考えられるデータ

・地理的条件 ・交通事情
・人口構造の現状と将来推計（国勢調査、人口動態調査、人口の将来推計）
・疾病の罹患、死亡の状況（患者調査、人口動態調査）
・受療状況（入院・外来・在宅患者数、平均在院日数、受診間隔等）（患者調査）
・医療提供体制（医療従事者数、医療施設数、診療機能）（医療施設調査、レセプト
データ等）

更なる分析を各都道府県で行う際に活用可能なデータ

・ 都道府県における更なる分析に活用可能と考えられるレセプトデータやＤＰＣ導入
の影響評価に関する調査結果などについては、簡便に分析できるよう、データ分析ツー
ルの開発を検討する。
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CD-Rで配布

４

3.2
データ集計国民健康・栄養

調査

患者情報

情報登録

活用する統計資料
（CSVやxls形式等で抽
出可能）

・・・

3.4
データ解析支援ソ

フト

3.3
データブック

集計データ
登録

・集計方法のライブラリ化
・更新された統計情報を各都
道府県へ反映

都道府県で一般的に保有し
ている、パソコン、ソフトウェ
ア等の環境で表示可能

バックデータ

集計結果
配布

項目を絞ったバックデータ
を元に都道府県が独自の
データ解析を実施

・集計データのグラフ化
・地図情報への重ね合せ

データブック作成作業のイメージ


